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同
一
交
遜
安
念
心
中
部
開
?
っ
し
を
か
ぶ
っ
て
い
る
で
、
だ
れ
か
が
、
割
引
は
ま
空
ま
し
た
。
ど
う
せ
此
刊
さ
ら
、
…

醐

町

会

ら

、

う

ん

て

ん

し

ゆ

き

ん

、

て

い

る

の

だ

と

思

う

と

、

交

滋

な

ぜ

も

っ

と

早

く

作

ち

な

い

の

田

崎
…
第
一
二
小
e

側
内
総
務
校
・
わ
た
し
た
ら
の
、
小
き
い
い
の
掛
戦
争
と
母
国
わ
れ
て
い
る
ζ
と
が
で
し
ょ
う
。
死
ん
だ
人
は
、
も
一

哨
…
淡
齢
期
券
滋
を
渡
る
時
は
、

MA
ち
舎
内
?
っ
て
く
だ
さ
い
。
よ
く
わ
か
る
。
う
げ
っ
た
い
に
絞
っ
て
来
な
い
一

醐

仰

げ

ま

し

ょ

う

。

ど

う

し

て

ζ

ん
な
に
柑
宇
放
が
の
氏
、
緩
淡
が
ど
ん
な
に
悲
幽

四

一

定

年

の

窓

生

々

ζ

う

き

交

滋

家

殺

に

多

い

の

だ

ろ

静

三

遊

山

2
9す
ぎ
ん
で
も
ケ
が
を
し
た
人
色
、
一
一

向
一
世
相
が
ひ
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
銭
安
つ
け
て
る
の
か
な
、
滋
絡
が
燃
す
き
令
室
田
ち
な
い
タ
ガ
の
人
も
い
ま
一

醐
一
っ
た
0

と
う
主
総
が
緩
い
の
で
第
四
小
・
別
問
滋
津
子
の
か
な
、
滋
齢
制
す
る
人
が
い
け
ず
。
み
ん
な
が
一
人
付
人
議
数
一

で

は

な

い

。

喜

怒

が

緩

い

の

で

雪

三

三

wpuvwJMMUd--ょ

2
7語
な

い

の

か

な

。

主

ζ

き
な
い
よ
う
に
号
こ

で

て

と

う

き

言

、

高

率

表

交

通

華

麗

者

J
V
Y
γ
ま
ず
、
護
者
号
、
ス
ピ
I
F
の
で
す
富
一

欄
一
い
て
い
た
の
に
、
ひ
か
れ
て
w

m

w
…

J
欝
畿
轍
鱒
劃
臨
鞠
輯
鞠
麟
一
小
職
高
速
道
線
ぬ
よ
ゃ
、
ら
ん
ぼ
う
主
漆
較
を
や
め
一

噛
一
ん
ご
ま
っ
た
。
柴
崎
は
、
学
ぺ

J
繍
な
/
溜
出
剖
槻
線
開
別
融
輔
う
差
い
炎
い
て
、
そ
人
色
き
ま
り
を
守
っ
一

酔
一
校
の
い
き
か
え
り
気
を
つ
け
て

w
調
融
機
関
鱒
錦
繍
路
盤
朝
関
騒
噂
A
諮
滋
に
し
て
、
立
て
協
力
す
れ
ば
体
、
き
っ
と
表
通
一

噛
一
も
ら
い
た
い
と
隊
い
ま
す
。
む
吋
一
週
轄
購
覇
覇
輔

J
:
i一
言

語

っ

て

事

故

ま

な

く

な

っ

て

、

ど

ん

一

で

た

し

た

も

ま

っ

け

ま

す

。

学

~

品

購

灘

湘

繍

閥

総

務
J

し
い
一
九
三
富
喜
け
を
主
良
く
な
る
と
総
い
ま
す
。
一

堂
校
へ
遜
っ
て
い
る
人
え
を
い
}
:
一
二

E警
暴
露
藤
長
¥
ご
鋭
意
ら
皆
、
人
は
そ
し
て
、
交
一
線
一
戦
波
打
診
し
い
一

同
一
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
ほ
か
今
臼
も
テ
レ
ど
の
で
い

1
ス
険
幾
を
遂
る
よ
う
に
す
れ
ば
災
関
思
い
を
す
る
人
も
な
く
な
る
と
一

同
一
の
み
な
さ
ん
も
臼
坊
を
つ
け
て
く
で
炎
滋
製
品
拭
を
知
ら
せ
て
い
ま
い
い
の
に
と
滋
い
ま
す
。
壌
放
が
怨
い
ま
す
e

一

醐
一
行
事
い
O

L

わ
た
し
た
ち
の
学
校
す
a

…
門
以
ど
っ
て
交
通
事
故
の
お
き
て
、
犠
牲
者
が
山
内
て
き
つ
み
ん
な
で
協
力
す
れ
ば
、
尚
一

一
一
一
は
、
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
み
ん
々
い
お
は
な
い
u
毎
日
ど
E
か
そ
く
臨
問
機
命
作
ら
れ
た
と
開
聞
き
柑
滑
な
い
と
と
は
な
い
で
し
ょ
う
一

陣

t
:量
f

v

「

‘

快

;

‘

F

V

L

h

h

烹
、
め
ま
い
が
し
た
ち
、
頭
痛
以
上
の
こ
と
で
す
が
、
曲
眠
薬

暗

雲

氏

襲

D
業

費

ま

鞍

章

一

}

が

し

た

ち

、

気

分

が

少

し

で

に

興

す

る

で

い

議

Z
K

1
1
2
(
j
i
t
i
l
i
-
-叩
{

基

く

な

っ

た

ら

需

の

診

つ

け

、

重

最

終

的

苦

コ

糊

白

地

殺

事

故

増

加

の

傾

向

雪

受

Z
2
6

と
診
た
い
も
の
で
す
む

幽
燦
柑
輸
に
よ
る
一
事
故
は
、
閥
的
和
二
、
滋
針
作
議
は
、
朝
夕
の
淡
殺
山
中
体
育
銘
な
ど

一
向
一
一
一
十
日
…
一
年
寄
柄
引
い
以
と
し
て
一
一
干
し
い
線
総
長
選
び
、
一
一

t
z一
?
匂
争
行
な
い
、
同
日
ト

胸
六
館
以
hh

問
減
少
し
づ
っ
減
少
の
待
望
搬
入
終
す
る
と
と
。
{
克
一
…
ω蓬
に
入
今
、

伊
緩
{
ま
る
小
し
て
い
ま
す
が
、
そ
一
日
一
、
作
業
後
は
ポ
廷
は
も
ち
ろ
さ

b
f
際
何
時
十
一
月
か
ら

醐
の
市
内
的
刊
を
分
桁
し
て
み
る
と
、
ん
、
全
身
を
お
け
ん
む
よ
く

E

J

n

時
開
ヱ
後
コ
平
衡
万

τ君、
設
用
な
ど

ω務
総

は

洗

い

、

富

議

員

長

館

川

崎

号

き

し

た

、

酔
淡
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
え
る
ζ
と。

f

U
期
間
北
完
封
鎖
が

7
5し
、
自
他
殺
な
ど
の
犠
側
、
作
業
後
、
雪
飲
ん
だ
り
手
七
音
十
六
日
震

で
帆
は
き
い

2
2
J、
淡
ふ
か
し
告
し
な
い
ζ

と

。

本

選

し

ま

し

た

。

酔
年
々
、
総
数
ぷ
対
す
る
比
率
は

i
i
S
L
ζ
の
体
湾
曲
持
は

暗

号

室

告

す

ま

す

。

一

中

断

同

僚

を

一

ポ

し

ま

す

と

、

路

一

一

千

化

延

糊
…
一
…
与
に
お
け
る
自
他
殺
期
決
必

酬

及

率

は

州

間

五

・

四

%

で

あ

ち

ま

引

刑

判

叫

し

た

が

、

問

和

四

十

年

に

は

入

、

1

醐
災
ム
…
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

」

F

ζ

れ
脅
附
抑
止
す
る
た
め
に
は

胸
ま
ず
、
間
体
脚
口
開
株
側
関
与
M

滋
震
に

闘
し
、
ま
れ
仏
、
後
惜
敗

ω燃
か
ん
や

融
不
姿
に
な
っ
た
桝
偶
然
告
側
人
で

酔
削
持
続
し
む
い
よ
う
に
心
掛
削
げ
る

噌
ζ
と
が
大
切
で
す
。

噛
燦
燦
散
布
閥
幹4
の
注
意
事
故
者

向
珊
ゐ
げ
て
み
ま
す
と

噌
一
、
州
国
耐
強
紋
官
刊
に
あ
た
コ
て
は

噌
必
ず
ゴ
ム
ポ
ナ
袋
、
マ
ス
ク
ず
な

輔
ど
を
し
、
淡
後
を
舶
燃
え
、
そ

吋
仰
の
奴
緩
い
は
柄
拘
骨
践
に
刊
行
行
怖
い

制
不
然
出
蹴
な
人
は
散
布
作
幾
何
仏

網
後
楽
し
な
い
と
と
。

続税むおねがい

書まの事業がf'3n専におζなわれるには、やはち

みえZさんのごtl!;IJがなくてはマさきません。

湾総はきめちれた期限11'3におさめるようおね

がいします。

省内〆、

衆
議
告
お
そ
れ
よ
う

農
薬
危
機
仲
間
J

非
加
鴻
動

輪以嚇崎潤河川体

総
予
燃
の
十

%
脅
し
め
、

露
点
抱
策
の

一
つ
と
し
て

お
ち
ま
す
。

拍脱樹付船綿紬棋

の
叩
織
で
泳
、

際
線

mw
緋
照

二、持持三一、

第
四
小
学
校

の
校
舎
埼
改

綴
及
び
給
食

申
臓
の
新
築
、

的
問
符
一
一
隊
問
問
、
経
}
劉
描
慣
ヂ
一
一
双

十
関
取
引
刀
メ

i
ト
ル
で
韓
両
制
期

索
、
湖
町
'
骨
州
市
臓
な
ど
を
鍛
え
、
パ

ス
ケ
ァ
ト
、
パ

h
v
l
ポ
ー
ル
、

各
窪
田
昌
出
向
精
鴎
後
な
ど

κ附
配
剤
さ

れ
る
ほ
か
、
舞
台
、
彼
滋
内
駄
な

ど
舎
も
う
け
議
没
と
し
て
も
お

織
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
ち

ふ
ゑ
す
、

盟ザ常持
i
、
湘
湖
北
中
品
持
世
間
鑓

安
動
持
文
・
ボ

通

運

;

:

交

会

見

通

打

診

畿
の
炎
滋
安
全
運
動
に
さ
主
潟
村
窓
校
、
阿
草
月
校
設
相
知
〉

が
げ
、
初
期
刊
の
小
・
中
学
品
誌
を
ふ
〈
労
災
俊
子
、
浜
野
典
子
〈
六

対
象
に
物
件
摘
燃
し
ま
し
た
。
交
遂
年
〉

安
全
の
作
文
と
ポ
旦
タ
ー
に
つ
第
問
問
小
学
校

い
て
、
去
る
廷
判
月
一
…
十
二
円
訴
の
山
口
融
盤
、
綴
肉
思
議
終
{
五
年
〉

が
〈
通
安
全
協
議
会
で
務
凝
の
終
一
福
武
由
美
子
、
大
関
闘
終
滋
子
、

収
、
次
の
方
々
を
入
箆
殺
と
油
開
削
州
出
制
窓
淳
子
(
六
年
)

ゆ
殺
し
ま
し
た
お
で
お
知
ら
せ
い
綴
泳
中
学
校

た
し
ま
ず
e

b

抑
制
臨
終
驚
料
、
斉
藤
裕
、
今
芥

争

徐

交

平

総

子

、

花

島

和

子

、

耐

東

山

回

実

務

二

小

学

校

科

二

年

〉

、

綴

緩

鵠

桐

子

〈

二

頭
取
殺
良
一
〈
一
応
年
〉
、
小
慾
光
年
)
、
描
明
附
則
的
拍
子
〈
三
年
V

子
、
小
川
悦
?
?
〈
笈
年
v

、
係
争
ポ
ス
タ
ー

凶
山
一
美
、
渡
辺
滋
〈
山
ハ
稼
〉
刷
用
二
・
小
学
校

総

一

ニ

小

学

校

肉

ζ

う
じ
(
二
年
〉
、
被
水
ム

鎖
的
議
生
酒
問

機
底
し
た
予
防
処
置
を

期
間
が
綴
る
い
と
い
う
と
と
は
対
す
る
処
僚
は
あ
ま
ち
さ
れ
て

治
犯
撚
系

κ火
器
な
政
相
燃
を
か
い
ま
せ
ん
。
後
診
察
踊
棋
に
つ
い

け
、
体
力
の
減
沼
捕
の
派
閥
内
に
な
て
は
私
た
ち
は
、
時
間
く
な
ら
な

り

ま

す

。

い

と

処

間

以

を

し

な

い

、

ま

た

、

判
軌
た
ち
の
七
十
%
が
ム
シ
的
問
総
く
な
く
怒
っ
た
の
で
治
緩
め

に
後
さ
れ
て
い
る
と
い
う
潟
策
途
中
で
や
診
て
し
ま
う
一
な
ど
、

給
議
だ
釈
す
よ
う
に
大
部
分
の
品
械
の
淡
綴
に
つ
い
て
の
絡
翠
は

人
げ
か
ム
U
機
氏
後
3
れ
て
い
る
き
わ
め
て
俄
湘
酬
で
す
。

ふ
わ
け
で
す
。

ζ

の
よ
う
な
と
と
か
ら
、
翁

と
く
に
ム
シ
拘
闘
は
、
畿
が
伎
の
衛
生
に
関
す
る
ぶ
し
い
総
裁

え
は
じ
め
て
か
ち
ヌ
J
b
u
然
的
抗
告
高
め
、
歯
科
疾
慾
の
総
級
制
閣

内
に
慾
滋
に
小
田
知
を
同
日
し
ば
く
隊
、
学
制
剤
治
療
、
予
防
処
酬
慨
を

す
と
い
う
山
村
詮
を
も
っ
て
い
ま
し
て
、
ム
シ
認
の
な
い
銭
燥
な

す
か
ら
、
災
後
約
必
小
児
疾
出
即
時
ザ
泌
が
滋
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

と

い

え

ま

す

。

ょ

う

。

と
ζ

ろ
が
、
と
の
ム
シ
留
に

ス
タ

iる

相
吋
昆
野
球
大
会
終
る
続
出
問
中
小
川
戦
時
蹄
)
ハ
ヲ
ケ

i
ン
ズ

第
九
剣
町
民
間
制
球
大
会
は
、
日
立
絡
滋
7
i
2
縫
緩
み
ぴ
ζ

附
悶
月
一
九
日
か
ら
A
絞
十
チ
ー
ム
〈
V
B
絞

nm
肌
縦
十
チ

I
ム
を
薬
治
て
、
市
中
将
鈴
木
工
訟

1
0
エ
ン
ゼ
ル

除
川
崎
免
税
制
斡
以
前
向
営
グ
ラ
ン
ド
ス
、
災
孫
子
務
便
局
ロ

lMNイ

で
行
わ
れ
い
、
数
械
の
来
、

A
級

i
ダ
h
N

ス
、
後
孫
子
郵
便
縁
日
時

辻
、
日
u
立
総
数
少
1
ム
が
、
優

i
3制
刊
朝
択
水
涼

時間
mu
栄
部
紬
を
獲
得
品
倒
的
夜
、
六
員
百
」

し、

B
級
で
は
我
孫

z
i、也事
t
F
f
i
、，

念

4
t
a
a
4
a
A
nカ
t
z
L
h
tそ
0

・

手
掛
洲
阿
世
扇
が
初
の
綬

勝
争
し
た
。
準
決
陪
同
一
得

〈
五
月
対
日
〉
以
上
前
w
-

成
鎖
は
次
ぬ
と
特
ち
一

で

あ

っ

た

。

一

O
A
後

一

港
絞
る
ぴ

ζ
4
1
…

3
ス
タ
i
ズ
、
日
成
立

み
子
、
谷
口
つ
ね
子
公
エ
年
〉

桂
持
率
代
〔
間
関
銃
A

〉
、
閥
均
騎
節
子

補
将
棋
明
祥
一
〈
近
年
)
、
制
例
議
総

子
、
小
池
正
予
〈
六
年
〉

側
附
ぷ
小
学
校

大
弁
務
会
一
一
年
〉
、
出
鉛
一
曲
円

へ
関
係
〉
、
須
藤
笑
(
五
年
〉

尉
邸
前
向
み
長
子
会
八
年
V

掛
抑
問
問
小
学
校

な
が
の
の
ぞ
れ
廿

4C
…綜
v

、一羽

田
恥
道
成
会
一
一
年
〉
、
制
蹴
泉
純
情
、

山
口
俊
行
〈
五
年
)
、
小
醐
附
竹

輪
開
〈
六
年
V

湾
孫
子
京
学
淡

府
回
数
臨
閥
、
国
同
村
真
佐
子
、
渡
辺

慾
〈
一
年
〉

1続表142素手2Fl28日E見在

9l 17，41告人〈前月比ω人i詩〉
女 11，145人 ( If 5告人t関)
設1- 35，161人{ グ 11時人鴻)
俊幸語数8，513[[l撚い絞殺綴滋}

2)ヨの人ド1飢餓

{際) (な) (計}

i民生 37人宮7人 64人

転入 1註4人 100人 204人

死亡 13人 11人 24人

総 i担能人 C()人 128人

事ま入役務 76!意努

豪華街位錆 32紋織

近
代
約
数
綴
と
仙
踏
机
棋
を
終
る

続
本
青
年
拙
臨
時
同
、
と
の
ほ
ど
そ

の
綾
ヱ
を
み
、
支
月
十
六
録
保

後
一
線
ふ
が
ち
間
開
館
式
が
行
沿
わ

れ
ま
し
た
。

嚇
同
年
帥
附
は
、
資
少
年
mw
融担金

育
成
の
機
・
加
し
し
て
叉
拍
地
域
住
民

の
社
A
A
q

「
締
役
組
前
総
mw
融
制
と
し
て

極
め
て
意
義
の
潔
い
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
諸
問
お
や
抽
制
緩
紛
が
州
制

排
付
さ
れ
て
お
ち
ま
す
。

な
お
、
我
孫
子
町

κお
け
る
務

官
棋
の
務
年
館
は
六
帥
聞
に
な
哲
、

き
ち
に
開
問
十
一
一
線
援
に
お
い
て

も
一
一
一
餓
綴
肢
は
総
数
さ
れ
る
見

込
で
あ
り
ま
す
@

新
木
脊
年
鎮
め
樹
齢
務

。
竣
友
愛
五
百
七
十
況
万
円

。
ヱ
豪
語
担
問
者

崎将
J

油
会
社
柑
脚
部
れ
工
務
総

ハ
〉
枕
抑
制
限
の
内
容

齢制胤臓併献品
m
ア
政

相
ヤ
掛
部
総
一
山
絞

殺
蕊
欄
憐

総
務
市
内
容

519 



( 2 ) 

ト
マ
ト
の
出
荷
最
盛
期

六

万

千

ヶ

i
ス
合
出
荷

i溶き詩42を予告}il袋発行

務
波
紋
認
の
蜘
純

婿
離
が
判
冊
附
聞
か
ら

野
菜
栽
帥
明
に
変

ち
つ
つ
あ
り
ま

す
が
本
前
刊
で
も

榔
斜
地
滑
の
波
代
化

を
附
附
る
た
め
、

m
m
h判
決
十
…
年

か
ら
口
u
簿
、
山
叩

然
、
小
泌
総
M
仰

の
絞
殺
械
的
別
制
改

的
wh
泊
地
め
与
れ
れ

て
い
ま

r。

そ
り
出
向
で
、

木
町

ω藤
幹
作

日
で
あ
る
総
絞

凶

乞-

の

機

会

に

調

理

鵠

試

験

を

捕
調
怒
柄
開
設
融
試
を
次
の
と
お
り
従
事
し
た
者
〈
実
務
総
懸
は

行

な

い

ま

す

。

必

ず

し

も

継

続

を

必

緩

と

し

。
蕊
激
怒
日
六
月
二
十
五
日
な
い
〉

。
場
孫
子
噛
最
小
申
立
新
街
中
学
〈
〉
佼
山
山
書
類

4
間
四
肢
引
昔
、
学
校

的
託
、
千
葉
市
立
繕
森
中
学
校
卒
業
証
替
の
り

。
資
的
柏
市
山
闘
員
学
校
の
高
等
科
品
川
調
理
実
務
経
験
年
数
証
明

修
了
し
た
者
、
又
は
悶
制
問
中
書

学
校
二
年
課
程
を
修
了
し
た
⑥
写
真
(
半
身
脱
騎
手
札
)

者
と
隊
等
以
上
の
学
力
を
有
六
ヶ
月
以
内
に
綬
影
し
た
も

す

る

衰

の

で

裳

耐

に

氏

名

を

記

載

し

①
二
年
以
上
調
理
の
業
務
に
で
く
だ
さ
い
。

ζ 

びあ報広

所

得

状

況

震

を

出

し

ま

し

ょ

う

…
前
祉
怒
i
A
胤
受
給
者
は
新
制
問
状

拍
師
紛
争
、
制
持
出
し
て
く
V
い
き
い

者
令
隊
ツ
ナ
隊
獲
の
鋭
枇
年
殺
を

授
け
て
い
る
万
は
六
月
中
に
前

年
の
所
得
状
況
届
を
提
出
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
人
。

所
得
状
況
騒
の
附
同
紙
は
割
高
試
課

年
金
係
ま
た
は
湖
北
支
所
、
古
叩

依
+v「
乱
川
げ
い
用
意
し
て
あ
れ
ソ
ま
す

か
ら
年
金
材
班
設
と
m
M
か
ん
を
持

参
し
て
手
続
脅
し
て
下
さ
い
。

〈書誌と滋護軍在建物書署員J)

園
芸
ト
マ
ト
の
出
荷
が
図
月
下

相
聞
か
ら
給
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
の
ト
マ
ト
は
、
今
が
出
荷

mu
最
盛
期
で
、
一
日
約
十
ト
ン

的
剖
後
山
山
認
さ
れ
、
今
年
度
は
、

鈴
キ
ロ
グ
ラ
ム
入
h
r
、
六
万
五

千
ケ

i
ス
が
県
限
時
間
速
を
通
じ

て
、
千
策
ト
マ
ト
の
レ
ッ
テ
ル

で
出
荷
さ
れ
る
M
見
込
み
で
す
。

滋
夜
、
口
秀
、
山
市
壁
、
中
前
町

新
木
の
名
出
曲
川
判
刷
会
で
も
、
火

線
ハ
ウ
ス
一
万
一
千
六
百
時
が

作
付
け
さ
れ
幾
銃
剣
の
忙
し
い

終
日
を
滋
っ
て
い
ま
す
。

綴
収
櫛
閣
安
綜
れ
ず
に

光
州
眠
不
山
科
対
策
山
川
と
し
て
隣

人
し
化
徐
被
綴
〈
ヒ
ュ

l
A
N
ル

得
心
燃
料

ω絞
刈
鉄
線
つ
い
て

淡
聞
か
総
合
緩
や
綴
じ
て
紛
糾
品
や

行
い
ま
し
に
が
に
れ
ら
げ
い
伴
う

鎖
収
綴
は
必
ず
後
け
と
っ
て
削
部

俊
下
詰
る
よ
う
綴
い
ま
す
。

八V
紳
州
齢
制
制
竹
隊
創
問
地
ん
級
制
抑
川
則
、

公
衆
衛
校
粉
、
栄
都
般
学
、
食

品
学
、
食
品
衛
般
教
、
網
棚
税

制閣総

。
削
附
議
受
付
期
附
附

六
月
ヤ
札
口
ま
で
に
め
銀
総
孫

に
抽
出
燃
し
て
く
だ
さ
い
e

時
付
制
制
託
つ
い
て
は
品
版
業
穏
期
間

ヱ
係
江
向
い
合
せ
く
だ

3
い。

生

ワ

ク

の

投

与

凶
月
下
勾
に
一
…
闘
い
同
闘
の
ポ
リ

オ
生
ヲ
ク
投
与
を
凌
げ
た
裁
ち

ゃ
λ
の
e

一
混
尽
の
投
与
を
つ
ぎ

の
日
認
で
行
な
い
ま
す
の
で
、

も
よ
り
の
会
場
で
必
ず
受
け
て

く
花
さ
い
。
〔
今
一
到
の
一
一
小
、

一
一
一
小
の
該
当
者
は
少
数
な
の
で

表
記
治
会
場
ま
で
お
い
で
く
だ

さ
い
J

時
時
擦
は
、
各
会
議
と
も
午
後

一
時
か
ら
午
後
一
一
一
絡
ま
で
e

llR戦141l!ll!l::5:rO所得によるm
4専制限際控室署員iまiXのと初りで
あります。

1. *入所総制限際世主総

260， ωO~Y 

総書高波及び欽遣を審議務狩m
4専制f設詩型!皮綴

ま先議聖書望室長 1人 <126，810fY 
グ 2人 536，紛Of':]

/1 人 644，18苦肉
汐 4人 701，250f'J 
11 人 760，ωo問
1/ 6人 818，750人
!I 人 877，担。古河

グ 昌人事3ふ25争的

2. 

食

品

業

に

従

事

者

の

定

期

検

便

食
品
営
業
に
従
事
す
る
者
と

綱
渡
掬
の
万
の
定
期
検
副
院
を
、

柏
保
健
所
か
ら
山
川
援
し
て
別
表

の
日
夜
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

ιω
日
夜
の
時
、
定
期
検
偵

を
受
け
ら
れ
は
い
万
は
、
品
射
保

純
一
例
ま
で
行
っ
て
必
ず
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
今
回
か
ら
改
注
さ
れ

仁
規
附
民
よ
h
ソ
、
新
制
胤
蛍
菜
、

総
続
出
叩
持
続
な
ど
で
一
応
検
便
さ

れ
た
万
も
と
の
抑
止
制
問
絵
師
慌
を
受

げ
な
け
れ
ば
は
ち
ま
せ
ん
。

引
制
た
ち
の
日
常
総
}
衡
に
総
篠
崎
地
mw
判
科
闘
用
方
後
が
よ
h
出
拍
践
で
と
陥
崎
市
ふ
の
削
除
で
、
そ
の
齢
期
柏
崎
榊
櫛
爪
財
務
付
仏
斜
路
て
、
そ
の
綴
絞
は
対

な
問
問
題
で
あ
る
鈴
掛
措
法
に
つ
い
得
議
線
開
問
も
緩
い
の
で
、
そ
れ
金
援
続
々
時
間
的
悩
砿
的
行
の
た
め
の
然
絞
す
べ
き
村
山
と
総
わ
れ
る
よ

て
、
飽
和
四
何
十
一
年
六
月
三
十
だ
け
絡
会
心
一
的
官
官
擦
の
受
け
る
も
の
に
絞
め
る
会
議
が
で
き
れ
う
な
も
の
ま
で
幼
中
ん
が
欲
絞
し

れ
に
露
出
揖
な
改
正
が
行
な
わ
れ
制
制
約
件
同
大
き
く
な
ち
、
そ
の
た
ば
州
制
緩
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
な
い
と
駄
閣
総
人
は
た
い
へ

λ
問削

ま
し
た
。
め
治
体
凶
時
同
比
油
供
戦
的
問
お
く
な
る
の
か
く
双
万
の
制
村
山
間
鳴
が
一
致
し
な
る
わ
け
で
守
。

ζ

の
符
合
、
倒

ζ

の
改
正
は
、
口
銀
生
活
に
が
浸
透
で
す
。
い
で
、
ム
ロ
滋
で
き
州
地
い
談
合
が
絞
殺

ωた
め
、
地
主
が
、
不
利
に

相
当
大
き
な
影
響
を
双
山
悼
す
も
付
、
擦
問
な
同
博
物
円
以
外
の
所
有
桜
吹
が
ち
で
す
Q

捻
れ
ば
泊
代
を
‘
よ
り
る
な
ど

ω

の
で
す
か
品
、
法
絡
を
鈎
ち
な
を
河
口
約
と
す
る
然
治
契
約
を
付
制
そ
と
で
、
改
正
仲
間
は
防
火
品
期
中
刀
法

κよ
っ
て
そ
の
倹
い
を
つ

い
た
め
に
不
利
益
を
受
け
る
こ
ん
ご
ゐ
と
で
、
そ
の
土
地
端
の
み
校
一

ω指
定
、
付
近
の
土
地
の
利
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
の
な
い
よ
う
、
そ
の
市
内
努
を
る
治
時
叫
が
弱
火
品
地
問
棋
に
祭
定
吉
川
別
次
回
出
り

hX認
な
ど
の
…
一
事
嶋
田
の
し
か
し
、
当
事
密
閉
で
は
、

十
分
江
題
解
し
て
お
く
必
副
主
い
か
れ
る
と
、
そ
の
後
時
間
的
刊
を
萩
柑
京
市
北
区
が
あ
っ
て
、
か
ち
托
現
在
な
か
な
か
話
合
い
が
つ
か
な
い

み
ち
ま
す
。
ま
た
は
改
築
し
よ
う
と
し
て
も
供
同
地
擦
を
設
定
す
る
と
す
れ
ば
と
と
が
あ
り
ま
す
。
ヒ

ωょ
う

+
翁
地
条
狩
の
変
更
と
議
抽
域
紛
火
の
見
諮
か
ち
塗
バ
な
建
物
市
町
内
一
江
建
拘
の
所
有
を
民
的
と
な
場
合
、
裁
判
叫
品
川
は
街
地
人
の

仕

晴

雄

副

一

時

に

織

す

る

裁

判

判

の

制

制

申

立

に

よ

っ

て

、

そ

の

土

地

の

度

士

謹

皆

吉

は

慎

重

に

通

常

の

利

E相
当
と
考
え
ら

間
関
絡
む
所
定
を
は
口
前
仰
と
す
る

3

1

れ
る
地
改
築
に
つ
い
て
、
地
主

織

し

議

と

霊

制

緩

い

か

品

情

愛

惜

と

建

物

の

構

造

の

と

り

き

め

も

の

添

誌

に

代

わ

る

許

可

の

裁

判

鯵
ば
れ
ま
す
が
、

ζ

の

後

柿

摘

出

撲

を

す

る

と

と

が

で

き

る

ζ
と
に

に
は
、
総
選
、
ゃ
ん
談
、
融
制
綴
コ
の
時
間
認
し
か
弛
則
さ
れ
な
く
な
る
ず
る
の
が
初
当
ど
と
認
め
ら
れ
な
り
ま
し
た
。

ン
ク
守
;
ト
遂
な
ど
の
奴
滅
危

ζ
と
い
か
み
ち
ま
す
し
、

hA遂
に
る
凶
交
い
に
は
裁
判
所
は
、
借
地
き
ら

κそ
の
障
問
、
裁
判
の
結

閣
情
品
刊
の
淡
判
官
を
問
問
的
関
と
す
る
も
出
向
慾
絡
線
化
が
遜
λ
ザ
ヤ
リ
、
郊
人
ま
に
は
地
ギ
…
の
申
立
て
に
よ
果
、
幼
主
と
借
地
人
と
の
認
に

の
と
、
そ
れ
は
呉
市
W

潔仙料品
W

狭
山
市
計
滋
M

炉
実
総
き
れ
た
与
す
る
り
、
当
吟
計

ωム
阿
窓

κ代
え
て
不
公
平
を
生
じ
る
ζ
と
の
な
い

官
官
を
終
的
仰
と
す
る
も
の
と
の
一
…
と
、
援
制
闘
で
な
い
鐙
拘
刊
し
か
帥
位
そ
の
借
地
条
件
を
援
問
な
臨
時
物
よ
う
に
地
代
額
、
街
地
擦
の
が

綴
畿
が
あ
h
愛
す
。
後
然
災
れ
て
ら
れ
な
い
よ
う
h

弘
毅
約
の
ま
の
所
有
を
目
的
と
す
る
よ
う

κ
銃
剣
閥
、
鍛
幼
条
件
の
一
一
気
史
や

で
念
品
砲
の
ぷ
w
h
毅
て
る
後
絞
め
ま
に
し
て
お
く
と
も
と
は
、
批
削
減
改
め
る
W
H
の
裁
判
告
す
る

ιと
翁
時
半
刊
の
一
方
か
ら
他
方
へ
の

綴
緩
や
総
滋
舎
と
与
き
め
な
い
人
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
便
な
が
で
き
る
と
と

κな
り
ま
し
た
}
時
金
の
支
払
を
命
じ
る
な
ど

機
会
泳
、
関
脇
側
関
な
鵠
知
的
判
円
以
外
の
仁
と
が
品
り
ま
す
。
ま
れ
い
、
幼

ω、
一
般
術
品
川
製
約
で
は
、
僚
の
処
分
も
で
き
る
ζ

と
に
な
っ

総
務
を
滋
資
す
る
た
め
の
融
制
総
お
ん
と
し
て
も
や
ぬ
い
綴
代
の
と
れ
地
人
が
幼
虫

κ縦
断
で
批
岡
地
に
で
い
ま
す
。

綴
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
る
際
問
問
な
袖
問
仙
憾
の
惜
別
什
悶

ωた
め
あ
る
開
制
仙
刊
の
陥
哨
改
築
を
す
る
の
〈
総
一
円
検
綴
務
事
…
ん
民
家
務
総
)

際問
mh時
綿
閥
的
判
寺
前
官
甘
す
る
た
の
除
問
柏
崎
制
機
氏
改
め
た
い
と
奴
か
脅
然
比
し
て
お
り
ま
す
。
し
か

仏
仰
の
祭
給
料
慨
は
、
そ
う
で
な
い

ζ
と
も
あ
る
と
添
わ
れ
ま
す
。
し
、
備
品
川
人
が
そ
の
土
地
奇
利

。~主 主主 主予 fg!んと遜の i主

義fE5E護実震基EE星雲 ε毛主互主百
れ凝りの符まののん 喜芸品 きけ子、災

EZ 4霊室E芸者7室主 52霊z高
会場名 1 短目 2 泌総

町立保育所 6月12日 6!'l20ロ
め lまえ幼稚歯 6月13日 61321幻
滅孫子第一小学校 月14f1月2211
布佐匁保育園 月15n 6)司23fl

我孫子第二小学校 6月16日 6132611 
我孫子第三小学校 封19円 6月2711
湖 JL保育園片1911 6rJZ8日

日
本
鱗
炎
の
予
跨
接
種

お
そ
ろ
し
い
れ
本
問
脳
炎
の
旅

行
燃
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

日
本
側
線
炎
が
お
そ
ろ
し
い
病

気
で
あ
る
ζ
と
法
務
れ
で
も
知

っ
て
い
ま
す
。
乙
mw
病
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菊
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薮
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上
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